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当
初
予
算

令
和
３
年
度

 

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
議
会

定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

予
算
方
針　

令
和
３
年
度
は
、
「
東
栄
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
基
本
理
念
に
則
り
な
が
ら
、

第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
昨
年
度
策
定
し
た
「
第
６
次
総
合
計
画
後
期

計
画
」
を
確
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
㕴㕱
億
２
千
万
円

で
、
前
年
度
比
㕱㕴
.
４
％
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
｟
仮
称
｠
の
建
設
工
事
が
お
も
な
増
加
要
因

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
町
営
バ
ス
東
栄
線
の

バ
ス
購
入
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

歓
迎
の
ま
ち
構
築
事
業
、
地
区
集
会
所
の
建
設

補
助
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
連
携
体
制
づ
く
り
事
業
な
ど
の
新
規
事
業

も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高

齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
、
公
共
下
水
及
び
農
業
集
落
排
水
事

業
の
特
別
会
計
で
は
、
３
か
年
事
業
と
し
て
進

め
て
い
る
公
営
企
業
化
事
業
の
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
は
大
き
な
事
業
が
な
く

全
体
的
に
減
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
入
院
患
者
及
び
外
来
受
診
者
数
の
減
少
な

ど
に
伴
う
経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
大
幅
な
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
特
別
会
計
全
体
で
は
、

前
年
度
比
６
.
６
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
㕵㕴
億

９
,
２
６
２
万
５
千
円
で
、
前
年
度
比
８
.
３
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

◆各会計予算規模 

◆一般会計歳入 ・ 歳出の内訳

◆歳出の性質別経費状況

会　　計　　名 本年度予算額 前年度比

一Ӡ般Ӡ会Ӡ計

Å千円༳ࡔโಾ֥֭֞׀Ւ合計֋合֩׎փᆪᇀ֋ցֽ֘׉Փ

特
別
会
計

合 Ӡ 計

㕵億ӼӶӺӺӺ万円

ӻӶӻԁԀ万円

ӻԀԀ万円

ÁӨӻӶӼԂԃ万円

ÁӨӽӶӿӿӼ万円

ÁӨӾԀԂ万円

ÁӿӶԁӽӽ万円

Ӻ円

Ӿ億ӼӶӼԃԂ万円

ӻӾӸӾӮ

ӽӸӻӮ

ӻӸӽӮ

ÁӨԁӸӼӮ

ÁӨӼӻӸӾӮ

ÁӨӻӽӸӺӮ

ÁӨԃӸԂӮ

ӺӸӺӮ

ԂӸӽӮ

Ӿӻ億ӼӶӺӺӺ万円

ӽ億ԃӶӻӺӺ万円

ӻ億ӼӶԁԀӻ万円

ӻ億ԀӶԀӼԂ万円

ӻ億ӽӶӺԂԀ万円

ӽӶӻӼӻ万円

ӿ億ӼӶӿӼԀ万円

ӽԂ万円

ӿӾ億ԃӶӼԀӼ万円

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

簡 易 水 道

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

医 療 װ ب ״ ՛

२ ఖ ౌ 区

歳出
41億2,000万円 41億   

2,000万円

歳入

総ኃ費
ӿ億ԀӶӾӺӺ万円

ӡӻӽӸԁ％Ӣ

町ฯ
Ӽ億ԃӶӻӻԁ万円

ӡԁӸӻ％Ӣ

ઞࣁૅ
ӻ億円ӡӼӸӾ％Ӣ

ౚዿፍ及ֲ೚数ፍ
ԀӶԂӾԀ万円ӡӻӸԁ％Ӣ

֭֜他
ӻӺ億ӼӶӻԂӺ万円
ӡӼӾӸԁ％Ӣ

地ሑ୪ᆋฯ
ӻԁ億ӻӶԁӺӺ万円

ӡӾӻӸԁ％Ӣ

ໜఖଳࡕ
ԀӾӸӻ％

ಛ೗ఖଳ
ӽӿӸԃ％

地ሑ௸
Ӿ億ӿӶԂӿӺ万円

ӡӻӻӸӻ％Ӣ
民生費

Ԁ億ӻӶӾӼԁ万円
ӡӻӾӸԃ％Ӣ

生費ࢸ
ӻӾ億ӻӶԀӼӽ万円

ӡӽӾӸӾ％Ӣ

ဘኪ費
Ӽ億ӻӶӺԂӿ万円ӡӿӸӻ％Ӣ

公௸費
Ӿ億ӿӺԃ万円

ӡԃӸԂ％Ӣੱࡱ費
ӻ億ԃӶԁԀԂ万円ӡӾӸԂ％Ӣ

農፟水ౌ業費
ӽ億ԃӿӾ万円
ӡԁӸӿ％Ӣ

国ୃ౫ഞઞ
ԃӶԁӻӿ万円ӡӼӸӾ％Ӣ

ଡ౫ഞઞ
Ӽ億ӼӶԂԂӼ万円ӡӿӸԀ％Ӣ

֭֜他
ӻ億ӽӶԁӺԁ万円ӡӽӸӽ％Ӣ

൯防費
Ӽ億ӽӶӾӾԂ万円ӡӿӸԁ％Ӣ

災॔ᆲ੊費Ө
ӻ万円ӡӺӸӺ％Ӣ

൒工費
ԁӶӻԃӾ万円
ӡӻӸԁ％Ӣ

ਢ会費
ӾӶӽԃԁ万円ӡӻӸӻ％Ӣ

ൂ౫ഞઞ
ӾӶӻӻԂ万円ӡӻӸӺ％Ӣ

予ᅏ費
ӻӶӺԁӺ万円ӡӺӸӽ％Ӣ

෗ଉ費
ӿ億ӿӶӻӿӽ万円

ӡӻӽӸӾ％Ӣ

公௸費
ӨӾ億ӿӺԃ万円

ӡԃӸԂ％Ӣ

補助費့
ӿ億ԃӶӾӾӿ万円

ӡӻӾӸӾ％Ӣ

ᆔ助費Өӻ億ӿӶԁӼԀ万円ӡӽӸԂ％Ӣ

ᆗྫྷ建設事業費Ө
ӻӺ億ԁӶӼԁԀ万円

ӡӼԀӸӺ％Ӣ

ૅഞઞ
ӿ億ԁӶӽӼԁ万円

ӡӻӽӸԃ％Ӣ

ᆾଉ費
ԁ億ӻӶԀӾԀ万円

ӡӻԁӸӾ％Ӣ

ဨಃՔഞಃՔ༃ᆋઞӨӻӶӻӼӺ万円ӡӺӸӽ％Ӣ

予ᅏ費ӨӻӶӺԁӺ万円ӡӺӸӽ％Ӣ

ูጵઞӨӼӶӺԀӻ万円ӡӺӸӿ％Ӣ

ಏ補ೲ費ӨԀԀӼ万円ӡӺӸӼ％Ӣࡥ

一
般
会
計

・
特
別
会
計
予
算
の
概
要
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サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち
構
築

事
業 

２
３
７
万
円

　

東
三
河
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
及
び
バ
イ
シ
ク
ル
ピ
ッ
ト
の
整

備
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
策
定
、

コ
ー
ス
マ
ッ
プ
制
作
を
通
じ
て
、
自

転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
め
ぐ
り
を

楽
し
む
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備

 

４
,
５
９
５
万
円

　

北
設
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

を
図
る
た
め
、
一
般
加
入
者
向
け
の

１
ギ
ガ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た

整
備
を
行
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
の
策
定 

　

 

４
８
４
万
円

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
児
童
そ
の
他
福
祉
の
各
分
野
の

共
通
事
項
を
定
め
る
上
位
計
画
で

あ
る
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
町

の
地
域
福
祉
の
指
針
と
し
ま
す
。

支
え
あ
う

健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

文
化
の
保
存
伝
承 

　

 

２
６
６
万
円

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

花
祭
の
保
存
伝
承
を
進
め
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
小
林
地
区
の

花
祭
伝
承
施
設
の
新
築
事
業
へ
の
補

助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
へ
寄
贈

い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る

豊
か
な
文
化
と

心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

防
災
体
制
の
充
実

 

１
,
０
２
０
万
円

　

災
害
発
生
時
に
住
民
が
迅
速
か
つ

的
確
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
自
主
防

災
会
と
防
災
士
と
の
協
働
に
よ
り

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
地
域
の
防
災

の
担
い
手
と
な
る
防
災
士
の
育
成

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
台

風
等
に
よ
る
停
電
対
策
と
し
て
、
住

民
が
家
庭
用
発
電
機
等
を
購
入
す

る
際
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

ヤ
マ
ビ
ル
対
策
事
業 

８
７
万
円

　

近
年
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
ヤ
マ

ビ
ル
対
策
と
し
て
、
町
民
向
け
の
対

策
講
演
会
を
開
催
し
、
防
除
剤
の
効

果
的
な
散
布
と
忌
避
の
方
法
を
学

び
、
生
息
数
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

の
き
山
学
校
耐
震
化 

７
４
万
円

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
活
用
計
画
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
支
援 

８
,
１
２
０
万
円

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
環
境
の
充
実
を
図
り
、
子
育
て

家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

「
議
定
論
日
記
」
と
「
坂
柿
一
統
記
」

を
民
芸
館
に
適
正
に
保
管
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

森
林
環
境
譲
与
税
関
連
事
業

 
１
,
６
６
０
万
円

　

新
た
な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

手
入
れ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
森
林

に
お
け
る
間
伐
や
路
網
等
の
整
備

を
進
め
る
た
め
に
、
森
林
所
有
者
に

対
す
る
今
後
の
管
理
の
意
向
調
査

や
境
界
の
確
定
及
び
林
地
台
帳
デ

ー
タ
の
更
新
等
を
進
め
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

４
１
７
万
円

　

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
た
生
活
を
続
け

ら
れ
る
た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
連
携
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー
等(

仮
称)
整
備
事
業

 

7
億
8
,
7
7
2
万
円

　

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
医
療
セ

ン
タ
ー(

仮
称)

と
そ
れ
に
併
設
す

る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー(

仮
称)

の

基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
令
和
３
・
４
年
度
の
２
か
年
事

業
と
し
て
建
設
工
事
に
着
手
し
ま

す
。

環
境
と
暮
ら
す

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

定
住
・
交
流
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り

元
気
な
地
域
賑
わ
い
創
出
事
業

 

３
１
０
万
円

　

地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
取
り
組

む
地
域
団
体
の
活
動
経
費
を
助
成

す
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
新
た
に
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
、

地
域
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
起
業

に
対
す
る
支
援
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
起
業
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
創
設
し
ま
す
。

協
働
に
よ
る

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

令
和
３
年
度
の
主
な
事
業



　

東栄町総合計画 
後期計画を策定しました

第６次

　町では、平成28年３月に策定した10年間のまちづくり計画「第６次総合計画」に沿ってまちづくりを進めて

います。中間年にあたる令和２年度に、社会情勢の変化や制度改正並びにこれまでの施策評価等を踏まえ、

今年度から令和７年度までの５年間の後期計画を策定しました。

総合計画とは 平成28年度 ▶ 令和７年度

後期計画で何が変わるの 令和３年度 ▶ 令和７年度

（1）実効性のある計画へ 

4

東栄町総合計画後期計画策定 東栄町総合計画後期計画策定 

10年間

5年間

3年間
見直しは
毎年

めざす町の

将来像や方向性

分野ごとの

基本的な施策

具体的な

事業内容

基本構想

基本計画

実施計画

前期 後期

H28 R2 R7

現在

R1H28 R4 R7

　総合計画とは、まちづくりを総合的かつ計画的に進めることを目的と

した、将来のまちづくりの指針となるもので、町の最上位の計画です。

町の将来イメージ

「山のめぐみをうけ　ともに築く彩りの里」 

～幸せを実感できる最先端の田舎をめざして～

まちづくりの目標

「暮らし続けられるまち」を実現し未来につなぐこと

子どもからお年寄りまで、住み慣れた地域や自宅で安全・安心

かつ健康に暮らし続けられるまちを目指します。

町内への人の流れを活かして事業者が利益を上げ、

暮らしに必要な商業や産業が持続するまちを目指します。

１０年間で目指す町の将来像や方向性である基本構想

　基本構想の実現に向けさらに実効性のある取組を進めるために、次の３点を見直しました。

計画の役割・位置づけ

暮らしの安全・安心 

プロジェクト

暮らしを支える賑わい 

プロジェクト

・ 計画に基づく事業実施と行政評価等に基づく事業見直しの循環

（2）進行管理ができる計画へ ・ 基本施策ごとに目指すべき将来の姿と目標値を明確化

（3）社会の変化に対応した 「みんなのまちづくり計画」 へ 

・ まちづくり基本条例に基づいた協働のまちづくり 

・ 新たな感染症の発生等、社会変化への対応

重点プロジェクト

７つの基本目標



　 暮らし続けられるまちを実現するための７つの基本目標と

今後の５年間の方向性

・総合的な窓口機能の整備 

・地域包括ケアシステムの推進

【例】

【例】

2．豊かな文化と心を育むまちづくり

町の文化や歴史を大切にしながら、未来を担う

子どもたちを地域全体で育むことで、将来につ

ながる人づくりができる町

・連携教育の推進

・伝統文化の継承

３．安全・安心に暮らせるまちづくり

日々の暮らしも、災害時も、住み慣れた地域で

安心して暮らせる地域づくりに、日ごろからみ

んなで取り組むことができる町

・町民・行政が一体となって行う

　防災まちづくり

・施策と連動した土地の利活用検討

【例】

４．環境と暮らすまちづくり

身の回りの生活環境も、昔から大切にされてき

た自然環境も、行政・事業者・町民がそれぞれ

の役割の自覚と行動によって、みんなで守り未

来につなげていくことができる町

・ごみの排出量の削減 

・安定した水の供給と施設整備

【例】

・担い手の確保 

・事業存続と起業等に対する
　対策

【例】

６．定住・交流を支えるまちづくり

町に暮らす人や関わる人の確保や、暮らしに必

要な基盤整備によって、東栄町での暮らしを支

えるとともに、町外とつながることができる町

・暮らし続けるための支援

・時代に即した計画的・戦略的な

　情報基盤整備

【例】

７．協働によるまちづくり

まちづくりを下支えする安定的かつ時代に即し

た行財政運営と、適切な情報提供と共有により、

みんなで町の将来を決めることができる町

・まちづくりへの参加機会の確保

・町政に関する情報提供

【例】

もっと詳しく知りたい場合は

　計画の概要版は全戸配布します。また計画本文は、

町のホームページまたは振興課で閲覧することがで

きます。

　また、おいでん家や地区の会合、サークル活動など

で、詳しい話を聞きたい場合は、

振興課までお声かけください。  

5．活力のあるまちづくり

農地や森林、河川などを保全するとともに、人の

流れを活かした地域内経済循環の輪を拡大させ、

暮らしに必要な産業を維持・活性化できる町

問合せ 振興課　７６ ・ ０５０2

広報とうえい  2021.4月号5

医療・保健・介護・福祉等の分野の枠を超えた

連携によって、住み慣れた地域で健康に暮らす

ことができる町

1．支えあう健康福祉のまちづくり



Pick
up
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・
東
栄
町
防
災
行
政
無
線
設
置
条
例
の

　

 

一
部
改
正

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

屋
外
受
信
機
の
増
設
と
各
戸
受
信
機
の
運

用
の
規
定
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
東
栄
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

　

 

条
例
の
一
部
改
正

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
料
月
額

を
１
年
間
延
長
し
ま
す
。

◎
令
和
２
年
度

　

今
回
の
補
正
予
算
額
は
１
億
２
千
５
６
５

万
７
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。｟
特
別
会

計
を
あ
わ
せ
る
と
１
億
２
千
２
２
１
万
円
の

減
額
｠

　

一
般
会
計
で
は
全
体
的
に
、
歳
出
見
込

み
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
科
目
で
決
算
見
込
み
額
を
計
上
。

　

株
式
会
社
と
う
え
い
へ
の
持
続
化
給
付

金
、
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
委
託
料
、

中
学
校
階
段
昇
降
機
設
置
工
事
を
追
加
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
倉
庫
建
設
工
事
を
始
め
と

す
る
８
事
業
を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
へ
き
地

医
療
に
係
る
補
助
金
を
東
栄
医
療
セ
ン
タ

ー
へ
繰
出
す
費
用
と
し
て
、
２
千
７
０
５

万
４
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◎
令
和
３
年
度

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
３
次
分
を
活
用
し
て
、
１

千
２
６
７
万
３
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

主
な
事
業

・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
機
能
強
化
・
持
続

　

事
業
補
助
金

・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
継
続
支

　

援
事
業
補
助
金

・
給
食
費
の
半
額
補
助

・
小
中
学
校
I
C
T
支
援
業
務
委
託

加
藤
彰
男 

議
員

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　

～
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
災
害
避
難
時
の
感
染
対

策
な
ど

・
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
と
危
機
管

理
に
つ
い
て
～
防
災
無
線
・
と
う
え
い
チ
ャ

ン
ネ
ル
・
Ｓ
ア
ラ
ー
ト
な
ど

山
本
典
式 

議
員

・
新
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
の
改
称
に
つ
い
て

浅
尾
も
と
子 

議
員

・
村
上
た
か
じ
後
援
会
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

・
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
公
正
・
公
平
性
に
つ

い
て

・
北
設
楽
郡
の
入
院
・
透
析
・
救
急
、
介
護

を
守
る
た
め
に

・
新
診
療
所
の
建
設
事
業
費
に
つ
い
て

・
町
民
・
事
業
者
・
医
療
従
事
者
を
守
る
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
を
求
め
る

・
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
求
め
る

森
田
昭
夫 

議
員

・
早
急
に
修
理
・
補
修
し
た
い
個
所
と
概
算

金
額
は

・
東
栄
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
天
文
台
の
経
営

赤
字
は
い
く
ら
か

東
栄
町
議
会
定
例
会

第
１
回

一
般
質
問

補
正
予
算
の
概
要

令
和
２
年
度 

３
月

｟
単
位
：
万
円
｠

※

千
円
単
位
切
捨
て
の
た
め
合
計
が
合
わ

　

な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

条
例
の
改
正

補
正
予
算
の
概
要 

一
般
会
計

　

令
和
３
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月
８
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
中
に
各
常
任
委

員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
㕱㕷
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
議
案
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

4３億2,841

3億8,067

1億2,644

1億9,115

1億6,691

3,602

5億9,156

△1億２,５６５

3,862

813

△447

△399

△169

△2,583

42億  275

4億1,930

1億2,725

1億8,668

1億6,291

3,433

5億6,572

会Ӡ૱Ӡ኎ ৻定ॽ ᇸ正ॽ ૱

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

簡 易 水 道

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

東 栄 医 療 セ ン タ ー

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計



・様子を見てから接種したい

・あまり接種したくない

　と希望された方

Ｑ１ Ｑ2 Ｑ3

広報とうえい  2021.4月号7

（株） 岡村組

（有） 森建設

工事

工事

業種

11,247

林道小田沢登線１号箇所災害復旧工事

林道小田線災害復旧工事 

工　事　名　等

令和２年度
２月の入札結果

計

業者名等 予定価格【千円】

6,250

10,300

16,550

落札金額【千円】

※税抜き

新型コロナウイルスワクチンの接種についてのお知らせ

ワクチン接種の方法

ワクチンに関するQ&A

東栄町では、新型コロナウイルス感染症のまん延を防止し、死亡者や重症者の発生をできる限り減らすため、

ワクチンの接種を実施します。

　５月以降、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が始まります。高齢者から順次、ワクチンのクーポン券（接種券）な

どを送付します。接種したくないと希望調査にご回答いただいた方にもクーポン券は送付されます。

希望等調査の回答 対応方法

こちらで予約票を作成し、クーポン券に同封する予定です。予約票の日付では都合

が合わない方は、東栄医療センター（☎７９・３３１１）までご連絡下さい

接種希望がある方は、予約が必要です。 東栄医療センター

（☎７９・３３１１）へお電話いただき、ご予約をお願いします。

お迎え時間と集合場所に関するご案内を同封する予定です。

東栄医療センターでの

接種を希望された方

町外施設に入所しているなどやむを得ない事情がある場合、滞在している市町村

での接種が可能です。手続きなど詳細が分かり次第とうえいチャンネルまたは町

ホームページにてご案内いたします。

町外での接種を

希望された方

送迎希望された方

費　用

回　数

場　所

曜　日

時　間

持ち物

無料

１人２回接種（３週間の間隔をあけて）

東栄医療センター

月曜・水曜・金曜（祝日を除く）

１４時から１７時の間の２～３時間

クーポン券、予診票（クーポン券と同封）、

予約票（クーポン券と同封）、お薬手帳

東栄医療センター/下川診療所の診察券

（お持ちの方）

本人確認ができるもの

（運転免許証、健康保険証等どれか1つ）

・接種部位は左右どちらかの上腕となります。

肩を出しやすい服装でお越しください。

・自宅などで体温を測定し、体調が悪い場合などは接種を控え、東栄医療

センターまでお電話でご連絡ください。

・予診票の裏面に接種に関する説明書を記載しています。接種前によく

お読みください。

・当日の問診などの結果によっては、医師の判断により接種ができない

場合があります。

・過去に免疫不全の診断を受けた方、近親者に

先天性免疫不全症の方がいる方 　

・心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの

基礎疾患のある方 　

・過去に予防接種を受けて、接種後2日以内に

発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑わ

れる症状がでた方 　

・過去にけいれんを起こしたことがある方

・ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こる

おそれがある方

注意事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎疾患等をお持ちの方は、

接種前にかかりつけ医とよくご相談いただき、接種に対する許

可を得てから会場へお越しいただきますようお願いいたします。

（3月11日付厚生労働省HPより抜粋、一部改変）

新型コロナワクチンの

効果はどうですか。

　ワクチンを接種した人の方が、接種して

いない人よりも、新型コロナウイルス感

染症を発症した人が少ないとの結果又

は中間結果が得られたと発表しています。

現在、国内外で新型コロナワクチンの開

発が進められ、新型コロナワクチンの効

果や安全性等については研究が進めら

れています。　臨床試験や接種が始まっ

てから時間があまり経過していないこと

から、効果の持続期間については明らか

になっていません。今後の情報が明らか

になるのを待つ必要があります。

これまでに認められている

副反応にはどのようなもの

がありますか。

　ファイザー社のワクチンでは、接種

後に注射した部分の痛み、疲労、頭痛、

筋肉や関節の痛み、寒気、下痢、発熱

等がみられることがあります。こうし

た症状の大部分は、接種後数日以内

に回復しています。

　また、海外で、まれな頻度でアナフィ

ラキシー（急性のアレルギー反応）が

発生したことが報告されています。

ワクチンを受けるのに注意が必

要なのはどのような人ですか。

　一般に、以下の方は、ワクチンを受けるに当

たって注意が必要です。ご自身が当てはまると

思われる方は、ワクチンを受けても良いか、か

かりつけ医にご相談ください。

☆基礎疾患等をお持ちの方へ

Ｑ１ Ｑ2 Ｑ3



問合せ 住民福祉課　　７６ ・ ０５０３

問合せ 振興課　　７６ ・ ０５０２ 問合せ 総務課　　７６ ・ ０５０１

まちからのお知らせ

8

令和3年度

登録済の犬　・通知のハガキ （4月中旬発送予定） ・愛犬手帳

　　　　　　　　 ・注射料金 （2,950円）、登録手数料（550円）　合計3,500円

未登録の犬　・新規登録（3,000円）、注射料金（2,950円）、登録手数料（550円）　合計6,500円

20

日 実 施 場 所 時　間

19

日 実 施 場 所 時　間

東薗目バス停横

常盤橋東薗目入口

川角集会所

西薗目集会所

三ツ石集会所

下田 ポンプ島公園

金紫集会所

放課後児童クラブ前

役場前駐車場

御園 表屋さん上

坪沢峠バス停

足込生活改善センター

下柿野 元消防器具庫前

中設楽生活改善センター

丸山団地入口

東栄駅

三輪コミュニティセンター

三輪河内 和合克美氏宅前

奈根集会所

三瀬橋

本郷 伊藤睦美氏宅車庫前

月 ・ 清平寺横

月集会所

布川荘

古戸川合集会所

古戸会館

小林集会所下

老人憩いの家親和荘

下粟代生活改善センター

桑原公民館
◎今回都合により集合注射を受けられなかった場合は、動物病院

　 で必ず注射を受けてください。

◎登録した犬が死亡したり、飼い主の変更、住所等の変更があった

　 場合は、役場に届け出てください。

【会場に持参するもの】

狂犬病集合予防注射の日程表
　生後９１日以上の犬を飼っている方は、犬の登録と年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。今年度も

次のとおり狂犬病予防注射に町内各所を回りますので、都合のよい時間・場所で注射を受けてください。

９：００ ～ 　９：０５

９：１５ ～ 　９：２０

９：３０ ～ 　９：４５

９：５０ ～ １０：００

１０：０５ ～ １０：１５

１０：２０ ～ １０：３５

１０：４０ ～ １０：４５

１０：５０ ～ １１：０５

１１：１０ ～ １１：２０

１３：１５ ～ １３：２０

１３：２５ ～ １３：３０

１３：３５ ～ １３：４５

１３：５５ ～ １４：０５

１４：１０ ～ １４：１５

９：００ ～ 　９：１０

９：１５ ～ 　９：２５

９：３０ ～ 　９：４０

９：５０ ～ １０：００

１０：１０ ～ １０：２０

１０：２５ ～ １０：３０

１０：３５ ～ １０：４５

１０：５５ ～ １１：０５

１１：１０ ～ １１：１５

１１：２５ ～ １１：３５

１３：１０ ～ １３：１５

１３：２５ ～ １３：３５

１３：５０ ～ １４：００

１４：１０ ～ １４：１５

１４：２０ ～ １４：２５

１４：３０ ～ １４：３５

　4月1日より、税務会計課を税務課と出納室に、

地域支援課を振興課に再編しました。

東栄町課設置条例の一部改正とうえい温泉「町民の日」

　今年度もとうえい温泉「町民の日」を実施します。 

これは、とうえい温泉を利用して町民同士のコ

ミュニケーションを促進するため、高校生以上の町

民であれば年9回、100円でとうえい温泉に入浴

できる機会を設けるものです。指定の日に温泉の

受付付近で６区ごとの入浴券を１人1枚取ってもら

い、その券と１００円を受付に出せば入浴できます。

指定日

改正前 改正後

４月２６日（月）、５月２４日（月）、

６月２８日（月）、７月２６日（月）、

８月３０日（月）、９月２７日（月）、

１０月２５日（月）、１１月２９日（月）、

１２月２７日（月）

皆さん、この機会に、とうえい温泉をぜひご利用

ください。

（予定）

総務課

税務会計課

振興課

地域支援課

住民福祉課

経済課

事業課

総務課

税務課

出納室

振興課

　　　　　
住民福祉課

経済課

事業課



問合せ 振興課　　７６ ・ ０５０2

問合せ 振興課　　７６ ・ ０５０2 問合せ 観光まちづくり協会　　７６ ・ 1780

※観光まちづくり協会

パンフレットラック（とう

えい温泉・ファミリーマ

ート休憩所）、役場窓口・

観光まちづくり協会案

内所等で配布している

他、役場・観光まちづく

り協会のホームページ

からダウンロードするこ

とができます。

町では、YouTubeチャンネルを開設しました。

今後も、町内外に向けてYouTubeを活用した

情報発信を行います。

詳しくは、右記のQRコードから

ご覧いただき、チャンネル登録

をお願いします。

参加校 楽　曲

広報とうえい  2021.4月号9

結心

校歌

連帯

鬼・炎の郷エール

長篠

けやり

炎威

絆
～和太鼓組曲「海嶺」より～

各高等学校・和太鼓集団　志多ら

東栄小学校

愛知県立松平高等学校

愛知県立豊丘高等学校

聖霊中学・高等学校

黄柳野高等学校

豊川高等学校

日本福祉大学付属高等学校

公開日 令和3年4月中旬

参加校と楽曲名

東栄町の

YouTubeチャンネルを開設しました

元気な地域づくり支援事業

東栄町起業応援プロジェクト事業

　今年度は、一部制度を変更して募集を行います。

　詳しくは、広報とうえい３月号をご覧ください。

　予算額：2,292千円

　概要：地域課題解決のために取り組む団体へ補助。

　　　　 補助率１００％、上限40万円

　予算額：800千円

　概要：まちの賑わい創出・地域課題解決につながる

　　　　　起業に対し補助。補助率１／２、上限40万円

　なお、助成金交付団体等の活動内容や事業内容に

　ついては住民へ公表します。

元気な地域賑わい創出事業の説明会を開催します。

　　　日時：令和3年5月6日（木）午後7時～

　　　場所：役場会議室

令和２年度　和太鼓「絆」交流プロジェクトについて

　町では、町内の飲食店・ご当地食材・おみやげグ

ルメなどの情報を盛り込んだ「東栄ごはんＢＯＯ

Ｋ」を改訂・制作しました。

　新たに開店した店舗の情報だけではなく、新型

コロナウイルス感染拡大防止等の影響で需要が増

えている、飲食店のテイクアウト（持ち帰り）メ

ニュー情報などを盛り込みました。

ぜひご活用ください。

新しい「東栄ごはんＢＯＯＫ」
が出来ました

元気な地域
賑わい創出事業のご案内

　今年度は新型コロナウイルスの影響により、東栄ドーム

での実施はありませんが、これまでの交流を今後につな

げていくために、リモートによる和太鼓の演奏映像を制

作しました。



●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

information 暮らしの情報

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き

上
げ
に
な
り
ま
し
た

　

障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や
能
力
に
応
じ

て
、
誰
も
が
職
業
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
で

き
る
「
共
生
社
会
」
実
現
の
理
念
の
下
、
全
て

の
事
業
主
に
は
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合

で
障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

｟
障
害
者
雇
用
率
制
度
｠
。
こ
の
法
定
雇
用
率

が
、
令
和
３
年
３
月
１
日
｟
月
｠
か
ら
引
き
上

げ
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

事
業
課　
　
　
　
　

☎
７
６
・
１
８
１
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　

経
済
課

　

☎
７
６
・
１
８
１
２

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
防
災
安
全
局
県
民
安
全
課

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
１
７
６

1
・
申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、

事
業
課
へ
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
・
申
込
書
類

　

事
業
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

3
・
空
き
状
況

　

事
業
課
窓
口
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

4
・
入
居
者
の
資
格

町
営
住
宅
入
居
募
集
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
は
随
時
入
居
申
込
を
先
着
順
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

5

・
そ
の
他

　

契
約
時
に
連
帯
保
証
人
２
人
と
敷
金
｟
入
居

決
定
家
賃
の
３
か
月
分
｠
が
必
要
で
す
。
組
付

き
合
い
や
地
域
の
行
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

詳
し
く
は
事
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

新
年
度
を
迎
え
、
入
園
・
入
学
し
た
子
供

た
ち
や
、
新
た
に
社
会
人
と
し
て
働
く
方
も

多
く
な
り
ま
す
。
安
心
し
て
新
生
活
を
送
る

た
め
に
も
、
常
日
頃
か
ら
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
こ
の
時
期
は
、
身

分
を
装
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
狙
う
特

殊
詐
欺
や
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
増
加
傾
向

に
あ
る
子
供
に
対
す
る
声
か
け
・
つ
き
ま
と

い
な
ど
に
よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
高
い
防
犯

意
識
を
持
ち
、
身
近
な
対
策
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ

な
い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

身
の
回
り
の
犯
罪
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

期
間　

４
月
１
日
｟
木
｠
か
ら
１０
日
｟
土
｠
ま
で

　

の
１０
日
間

運
動
の
重
点　

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
　
　
　
　
　

・
子
供
の
犯
罪
被
害
防
止

●
問
い
合
わ
せ
先　

東
栄
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
６
・
０
５
０
９

早
期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

東
栄
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て
に
つ

い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
、
お
子
さ
ん

に
障
害
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
方
、
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し

た
い
方
な
ど
に
、
早
期
教
育
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。乳
幼
児
期｟
０
歳
以
上
｠か
ら
、
来

年
度
に
新
一
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
｟
６
歳

ま
で
｠
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。相
談
は
無
料

で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

東
栄
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
内

申
込
み　

東
栄
町
教
育
委
員
会
へ
お
電
話
く

　

だ
さ
い
。

子
育
て
に
つ
い
て

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
へ

令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
令
和
３
年
６

月
１
日
に
「
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス}

活

動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
日

本
経
済
の
「
い
ま
」
を
知
る
た
め
の
重
要
な
調

査
で
す
。
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業

が
調
査
対
象
に
な
り
ま
す
。
皆
様
の
調
査
へ

の
ご
理
解
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「
令
和
3
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
」に
ご
回
答
く
だ
さ
い

10

調
査
期
日　

令
和
３
年
６
月
１
日(

火)

調
査
対
象　

す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業

調
査
項
目　

名
称
、
所
在
地
、
従
業
者
数
や
売

上
高
・
費
用
な
ど

回
答
方
法　

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
紙
の
調
査
票

調
査
方
法　

令
和
３
年
５
月(

予
定)

、
調
査

員
に
よ
る
配
布
ま
た
は
郵
送
で
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。
回
収
は
、
所
定
の
期
日
ま

で
に
調
査
員
ま
た
は
郵
送
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由

し
て
行
い
ま
す
。

⑴
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
住
民
票
を
住

宅
の
住
所
地
に
移
す
こ
と
が
可
能
な
こ
と

⑵
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と
｟
単
身
入
居
可
の
住

宅
も
あ
り
ま
す
｠

⑶
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

⑷
町
税
、
使
用
料
等
に
滞
納
が
無
い
こ
と

⑸
収
入
が
条
例
に
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て

い
る
こ
と

⑹
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と
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自
転
車
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た

を
確
認
で
き
る
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
一
般
向
け
の
小
さ
な
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
実
施
し
な
が
ら
、
コ
ー
ス
や

ス
ポ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
楽
し
く
ガ
イ
ド
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
の

魅
力
を
一
緒
に
磨
い
て
い
く
仲
間
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
自
転

車
に
乗
ら
な
い
皆
さ
ん
で
も
一
緒
に
楽
し

め
る
企
画
を
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

　

東
栄
町
の
ま
ち
を
ガ
イ
ド
と
共
に
自
転
車

で
巡
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ド
と
う
え
い
～
山
里

の
魅
力
を
め
ぐ
る
自
転
車
旅
～
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち
構

築
事
業
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
３
回
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
｟
地
元
近
隣
在
住
の
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
方
と
の
試
走
や
打
ち
合
わ
せ
｠
を
通
じ
て
、

ガ
イ
ド
つ
き
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
提
供
す
る
た

め
の
検
討
、
魅
力
の
掘
り
返
し
な
ど
の
下
地

作
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
実
際

に
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
他
地
区
で
の
ガ
イ
ド
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
有
識
者
ゲ
ス
ト

を
招
い
て
の
、
第
１
回
目
と
な
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
田
地
区
か
ら
本
郷
、
御
殿
地
区
を
ぐ
る

り
と
回
る
約
㕳㕰
㎞
の
コ
ー
ス
で
、
お
昼
ご
飯

を
挟
み
1
日
か
け
て
走
り
ま
し
た
。
車
で
は

立
ち
止
ま
る
こ
と
が

難
し
い
小
さ
な
史
跡

や
ツ
ウ
な
ス
ポ
ッ
ト

に
足
を
止
め
、
趣
味

や
職
業
で
の
知
識
を

生
か
し
た
地
元
ガ
イ

ド
に
よ
る
解
説
を
聞

い
て
い
く
体
験
で
、

地
域
の
新
た
な
魅
力

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
Vol.45

み
ん
な
で

 

つ
く
る
！

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
「
認

知
症
を
た
だ
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
応

援
者
」の
こ
と
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
基
本
的
な

知
識
や
、
認
知
症
の
人
の
気
持
ち

な
ど
を
、
絵
本
や
ク
イ
ズ
な
ど
を

交
え
て
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
を

考
え
、
元
気
よ
く
発
表
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、
「
認
知
症
の
人
の

気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
忘
れ
て
も
、

感
情
は
残
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
く
し
た

い
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　
東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
月
３
日
｟
水
｠
、
東

栄
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
行
い
ま
し
た
。

Å

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

様
々
な
年
齢
層
の
方
を
対
象
に
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
関
心
が
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

｟☎
７
６
・
１
７
４
０
｠
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
人
を
支
え
る
、

21
名
の
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
！
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新
１
年
生
と
の
交
流
会
を
前
に
、
リ

ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
て
１
年
生
が
６
年

生
と
交
流
を
し
ま
し
た
。
６
年
生
も

１
年
生
の
頃
に
戻
っ
た
よ
う
に
、
と

て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
今
年
度
は

な
か
な
か
交
流
が
で
き
な
か
っ
た
だ

け
に
、
貴
重
な
思

い
出
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
年
生
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
、

ゲ
ー
ム
の
修
正
に

取
り
組
み
、
道
具
や

看
板
を
直
し
た
り
、

景
品
を
追
加
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
月
㕲㕵

日
｟
木
｠
に
、
待
ち
に

待
っ
た
「
ハ
ッ
ピ
ー
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
年
生
は
、
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
し
て
大
張
り
切
り
。
新

１
年
生
の
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら

お
う
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
交
流
を

通
し
て
、
進
級
へ
の
心
の
準
備
に
も

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
１
年
生
の
み
な
さ
ん
が
、
４
月
か

ら
元
気
に
登
校
し
て
く
れ
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

　

３
月
２
日
｟
火
｠
、
第
㕴㕶
回
卒
業
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

９
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、
卒
業

す
る
㕲㕲
名
の
門
出
を
町
民
み
ん
な
で

お
祝
い
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
在

校
生
、
保
護
者
、
町
内
の
ご
来
賓
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厳
粛
な
空
気
に
包
ま
れ
た
体
育
館

で
、
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
る
生
徒

の
名
前
が
担
任
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
、

校
長
先
生
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、
式
辞
で
「
常
に
完
全

燃
焼
を
意
識
し
、
先
を
見
通
し
た
本

気
の
取
り
組
み
で
成
果
を
上
げ
た
卒

業
生
に
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
東
栄
を
愛
し
、
心
の
片
隅

に
い
つ
も
置
き
な
が
ら
、
力
強
く
羽

ば
た
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

送
辞
で
は
、
先
輩
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
伝
統
を
引
き
継
ぐ
決
意

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

答
辞
で
は
、
中
学
校
生
活
の
思
い

出
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た

地
域
の
方
々
・
保
護
者
・
家
族
・
先
生

方
・
在
校
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
そ

し
て
、
新
生
活
へ
の
決
意
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
に
よ

り
感
動
の
一
日

を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
致
し
ま
す
。

　

約
１
・
２
キ
ロ
の
外
周
を
男
子
は
４

周
、
女
子
は
３
周
走
り
き
る
長
距
離
走

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
順
位
や
タ
イ

ム
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
定
め
て
、

12
月
か
ら
体
育
の
授
業
内
で
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
の

も
と
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
全
員

が
時
間
内
に
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

長
距
離
走
大
会

２
つ
の
ハ
ッ
ピ
ー
ま
つ
り

第
46
回
東
栄
中
学
校
卒
業
式

ฒփׇ֎״׮՛ֽ֖֖֞׽ฒփׇ֎״׮՛ൃֽ֖֖֞׽産౧֔׊ׇ֪ג஬Ꭽൃ産౧֔׊ׇ֪ג஬Ꭽ

㕴月֊֖׌ׇ׈֎֬㕴月֊֖׌ׇ׈֎֬

ः֋֣׊׋֊֩iः֋֣׊׋֊֩i

景品֨בօ֝景品֨בօ֝

送辞Ք答辞֭様子送辞Ք答辞֭様子

卒業証書授与֭様子卒業証書授与֭様子

　

し
た
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
協
力

の
も
と
、
２
年
生
を
対
象
に
「
命
の
教

室
」を
実
施
し
ま
し
た
。
妊
娠
、
出
産
な

ど
生
命
の
誕
生
に
つ
い
て
、
自
身
と
異

性
の
か
ら
だ
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
い
と
感
じ
る

生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
生
命
の
大
切
さ

を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

命
の
教
室

(

２
年
生)

予
餞
会

　

卒
業
を
迎
え
る
３
年
生
の
た
め
に
予

餞
会
を
催
し
ま
し
た
。
動
画
、
デ
ィ
ア

ボ
ロ
｟
中
国
コ
マ
｠
や
３
年
生
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
と
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画

が
１
、
２
年
生
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
教
員
に
よ
る
演
奏
や
ク
イ
ズ
も

あ
り
、
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
は
生
徒
会
役
員
が
作
成
し
た

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
。
３
年
生
の
田
口
高

校
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

●
新
年
度
に
向
け
、
田
口
高
校
も
新
入
生

を
迎
え
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
６
月
号

で
は
入
学
式
な
ど
新
入
生
の
様
子
を
お
伝

え
す
る
予
定
で
す
。

آؑחט׼
֭演ਙ

教員ׇ֪ׯיפ׊大会



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般

・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手

続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

何
も
な
か
っ
た
日
ほ
ど
、

　
　
誇
ら
し
い
日
は
な
い
。

〜
警
察
官
・
警
察
職
員
募
集
〜

　

部
署
に
よ
っ
て
役
割
は
異
な
り
ま
す
が
、

日
々
、
私
た
ち
は
強
い
正
義
感
を
持
っ
て
働
い

て
い
ま
す
。
人
々
の
当
た
り
前
の
日
常
が
続
く

た
め
に
・
・
・
！

　

警
察
官
・
警
察
職
員
の
業
務
は
非
常
に
幅
広

く
、
あ
な
た
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
場
所
が

必
ず
見
つ
か
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
「
安
全
な
社
会
を
守
り
続
け
る
」

仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
正
義
感

が
誰
か
を
守
る
！

◎
第
１
回
警
察
官
｟
Ａ
｠
【
大
卒
程
度
】
・
｟
Ｂ
｠

【
高
卒
程
度
】
採
用
及
び
第
１
回
警
察
職
員
採

用
【
大
卒
程
度
】

・ 

受
付
期
間
・
受
験
資
格
・
試
験
日
程
・
給
与
等

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
又
は
採
用
セ

ン
タ
ー
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
警
察
官
・
警
察
職
員
の
採
用
に
関
す
る
案
内

及
び
問
い
合
わ
せ
先

・ 

採
用
セ
ン
タ
ー
直
通
電
話

　
　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
６
１
・
１
４
７
９

｟
月
～
金
曜
日
［
祝
日
は
除
く
]

　

午
前
８
時
㕴㕵
分
か
ら
午
後
５
時
㕳㕰
分
ま
で
｠

ふ
る
さ
と
歌
壇

二
月
詠
草

伊
藤
　
清
子

竹
田
　
正
子

堂
地
　
雅
子

山
城
　
　
安

福
田
　
幸
代

鈴
木
　
政
子

内
藤
　
久
代

小
石
　
直
子

杉
野
み
つ
子

渡
辺
　
禮
子

の
　
し

し

め

つ
ちい

え

は
　
る

せ
な

西

林

信

彦

三

城

信

和

伊

藤

睦

美

金

田

和

敏

西

林

信

彦

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で

　

最
後
ま
で
的
中
し
つ
づ
け
た

　

人
が
優
勝
で
す
。

優
勝

二
位

三
位

四
位

総
合
優
勝

３月９日 東栄町弓道場
弓友会 月例会成績表

・
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動

・
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
、
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
活
動

・
地
道
な
捜
査
で
事
件
を
解
決
し
、
被
疑
者
を

検
挙
す
る
活
動

・
交
通
指
導
や
取
締
り
な
ど
に
よ
っ
て
交
通
事

故
の
発
生
を
防
ぐ
活
動

・
災
害
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
な

ど
か
ら
県
民
を
守
る
活
動

ガ
ス
換
え
る
あ
い
さ
つ
の
声
若
わ
か
し
粉
雪
積
も
る
朝
の
窓
辺
ゆ

赤
き
実
を
群
れ
で
貪
る
鵯
に
憤
懣
な
り
し
冬
の
ひ
と
日
に

小
さ
な
手
ば
あ
ば
の
小
指
を
握
り
締
め
眠
り
に
落
ち
る「
お
や
す
み
な
さ
い
」

こ
の
寒
さ
よ
く
ぞ
蠟
梅
開
き
い
る
思
わ
ず
褒
め
る
大
き
な
声
で

凍
み
土
を
と
か
し
て
温
き
立
春
の
雨
豌
豆
の
芽
立
ち
促
し
て
降
る

風
の
中
天
気
予
報
の
女
子
ア
ナ
の
負
げ
な
い
笑
顔
に
エ
ー
ル
を
送
る

あ
い
さ
つ
は
結
び
切
り
熨
斗
二
人
の
名 
晴
れ
舞
台
待
つ
雪
溶
け
の
里

我
が
家
の
庭
に
咲
き
い
し
水
仙
の
こ
こ
に
も
咲
き
た
る
施
設
の
窓
辺

寒
風
に
吹
か
れ
て
揺
れ
る
蓑
虫
の
抜
け
殻
め
が
け
猫
跳
び
つ
き
て

枯
れ
草
を
刈
り
ゐ
る
背
に
ぽ
か
ぽ
か
と
日
差
し
温
と
し
春
は
す
ぐ
そ
こ
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
3
｠

0
件 

｟
2
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

4
件 

｟
12
｠

2
件 

｟
5
｠

1
件 

｟
3
｠

1
件 

｟
3
｠

1
件 

｟
3
｠

21
件 

｟
46
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
計

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
2
月

　

振
草
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
大
千

瀬
川
流
域
の
河
川
環
境
整
備
活
動
と
し

て
、
今
年
度
1
回
目
の
草
刈
り
活
動
を

行
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
】　

5
月
9
日
｟
日
｠ 

午
前
中

【
実
施
場
所
】

　

各
地
区
に
分
か
れ
ま
す
。
｟
詳
細
は
地

区
役
員
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。
｠

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
東
栄
町

商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
後
日
と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

河川周辺の草刈り作業に
ご協力ください

●
問
い
合
わ
せ
先  

東
栄
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
７
６
・
０
５
３
０

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

Å

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、す
べ
て
平
日
の

　

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
す
。

警
察
官
や
警
察
職
員
は
『県
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
』
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。



伊藤○美心 輝宜 振草

施
設
利
用
（
2
月
）

３月 新着図書

戸
籍
の
窓
口

令和3年2月の利用者数施　　設　　名 2月までの累積利用者数

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

0

0

8,244

154

20

299

（

（

（

（

（

（

153）

94）

10,697）

 243）

175）

557）

1,521

1,185

89,503

2,520

190

7,649

（

（

（

（

（

（

3,826）

1,988）

151,969）

3,613）

3,951）

15,538）

営業当初からの累計利用者数　3,700,109

納税等

納期：4月30日

2月16日～3月15日受付

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

3,035

1,461

1,574

1,420

  −5）

+1）

−6）

+3）

転 入

転 出

8

8

出 生

死 亡

0

5

※

住
民
基
本
台
帳
　
　※

単
位
:
人

2月末日現在 前月比

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をさ

れた方も掲載対象となりますので掲載を希望され

る場合は、お早めに住民福祉課へ申し出ください。

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

大治町友好自治体

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●お悔やみ

●お誕生

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

氏　名　　　　 保護者　  住　所

み 　 こ

荒河　　薫 90  園　

平賀　久人 ９１  下川

大田やすゑ ８４ 　　園　

伊藤　文忠 ８９ 　　園　

大杉ミナ子 ９４ 三輪

●固定資産税　　●国民健康保険料　

●保育料　　　　　●住宅使用料　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●放課後児童クラブ利用料

●都道府県別 にっぽんオニ図鑑

　令和３年成人式が行われました。町内の小学校区ご

とに３部に分かれ、入り口では大型モニターのサーモ

グラフィーで検温を行い、万全の新型コロナウイルス

感染症対策のもと開催されました。一生に一度の晴れ

姿で、マスク越しに笑顔があふれました。

山崎敬子　じゃこめてい出版



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

4 April. 2021

東三河消費生活
東栄相談室

行政相談 親子教室

さわやかクラブ

ノーメディアデー

昭和の日

たんぽぽの会

たんぽぽの会

巡回職業相談

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

広報とうえい  2021.4月号15

表紙について

　3月10日(水)、とうえい保育園お別れ遠

足の様子です。園児たちは山羊やポニーに

人参をあげたり抱っこしたりと、動物たちと

楽しく触れ合いました。
※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

ドレミの会

保健事業

たんぽぽの会

ゆめ工房

春の全国交通安全運動
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総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINEFacebook

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。 

※通信料は利用者

　 負担です。

令和3年4月1日発行   No.736
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ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  shinkou@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

40

10

歴史・伝統を知ろう

わがまちの伝統 ～花祭～ 東薗目地区編

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 145

藤田忠志さん

東栄町在住歴4年

ご一家

 
 

 

た だ し

（振草）


